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一部又は全部委託

実施・運営
方法

・総合計画キャラバンを１２回実施した。
　　○職員研修や企業研修、各種講座、地域3あい事業などの地域の集まり等の折に説
明する。
・ジュニアまちづくり研究会を開催した。
　　○子ども版総合計画を作成した。
　　○研究会３回、発表会１回開催した。
・市民意識調査を実施した。
　　○１８歳以上の市民３，０００人、児童生徒約２，９００人

目的
（対象をどの様
な状態にするの

か）

内容
（手段）

指定管理・外郭団体

第６次小牧市総合計画を広く市民に周知することを通じ、市民のまちづくりへの関心を
高め協働によるまちづくりを推進する。また、計画推進の進捗管理を行い、効果的かつ
効率的に計画を推進する。

名称：　　　Ｎ Ｐ Ｏ ・ そ の 他

総合計画
分野別計

画

予算区分 1 9

行政経営

市が直接実施・運営

根拠法令・個別計画

行政運営
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名称：　　　　

1 1

会計区分 一般
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総合計画推進事業
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その他財源

2,271

Ｈ23予算額Ｈ21決算額

0.40

4,417

0

0

担当係

事業類型

計画・実施・評価が連動した進行管理を行う

一般会計

地域住民組織

4,0232,146 2,146

Ｈ22決算額

2,300

0

3,961

0.00

対前年比
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市政戦略係

担当部

担当課

正職員

その他職員

国・県支出金



単位

目標

実績

目標
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実績

目標

実績

二
次
評
価

判定理由 一次評価のとおり

B 市が実施(改善が必要)

成果指標名

事業を廃止・
休止したとき

の影響

　総合計画の大きな柱の一つである「市民との協働によるまちづくり」を実現するため、
市民の総合計画に対する認知度を高めたり、まちづくりへの関心を高める目的で本事業
を実施しており、他に類似する有効な手段がないことから廃止をすればこれらの機能を
果たせなくなる。
　また、第６次小牧市総合計画は市の最上位に位置する計画であり、市民との共通目標
及び約束ごとであることから、その推進事業である本事業は必要不可欠であると考え
る。

判定理由

市が実施(改善が必要)

事
業
の
自
己
評
価

（
一
次
評
価

)

今後の事業
の方向性

（今後の取組
み・改善計画

等）

判　　　定 B

引き続き、総合計画キャラバンの実施により、総合計画の認知度の向上を図るととも
に、平成23年度実施の市民意識調査の実施に併せ、中学生（約１，５００人）に対し、子
ども版総合計画書「みんなでつくろう みんなの小牧」を配布する。
また、設問を見直し、中学生が実践している「まちづくり活動」等に関する調査を行い、子
ども版総合計画書の進行管理を行うこととする。

平成22年度の作成した子ども版総合計画書「みんなでつくろう みんなの小牧」の活用手
法や市民意識調査の自由意見等を踏まえ、推進事業のあり方について改善が必要と考
える。

総合計画キャラバン

事業目的の
達成状況

　総合計画キャラバンの実施やジュニアまちづくり研究会による子ども版総合計画「みん
なでつくろう　みんなの小牧」の作成を通して、より多くの方に第６次小牧市総合計画を
知っていただこうとしたが、市民意識調査を実施した結果、「総合計画の認知度」は微減
した。
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